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1. まえがき

海上保安庁では，平均水面の決定及び地盤変動の連続的な監視による地震予知研究の基礎資料を得る等の

ため，各地tζ験潮所を設置し，観測を実施している。一方，近年は，験潮所のデータが，海況変動lζ伴う漁

業への影響調査， リゾート開発，港湾 ・河川工事等多様に活用されており，特に夏 ・秋における潮位データ

に対して早期提供が要求されるようになってきた（高潮情報関連）。

乙のように，験潮データの重要性が一層認識されつ

つある現状に対応するため， i海上保安庁では，験潮所

のデータをリアルタイムで収集できる「験潮テレメー

タ観測システム」の導入を推進する乙ととし，平成元

年3月，第六管区海上保安本部が管理している広島 ・

呉 ・徳山の各験潮所に設置し，巡用を開始したので，

その慨要を報告する。（写真l参照）

2. 本システムの仕様

(1）験潮送信装置（観測局）

イ．既設の自記験潮器（LFT-V協和商工修特製）

lζ接続して使用する乙と。

ロ．無停電装置（8持間保障）を設けるものとし，

落雷及び誘導雷等による影響を防止する対策を講

じるとと。

ハ．高温 ・多湿に耐えうる仕様とする。

写真1 験潮所内部

一．自己検査機構（データ収録状況，電圧，時刻等）及びその校正機能を有するものとする。

ホ．気圧，＊温等将来の観iflV伝送化lζ対応できるものとする。

へ．潮位データは，サンプリング間隔6秒とし， 30秒毎の単純平均値を収録するものとする。

卜．外部記憶装置は不部発性のものとし， 1週間以上の連続データを記憶可能な容量を保有するものとす

る。
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チ．サンプリングタイム内におけるデータの異常上昇 ・低下等の検出ソフ卜を保有し一定値より大きい変

化量を検出した場合，伝送を開始する機能を有するものとする。（緊急伝送）

リ． 集中監視遠隔験湖l装置からの随時の呼出に応答し，ストアデータの伝送あるいはリアルタイム的にデ

ータを伝送できるものとする。（呼出伝送）

ヌ．毎日定時lζ前日分の30秒毎のス トアデータを伝送するものとする。（定時伝送）

(2) 集中監視遠隔験潮装置及びソフトウェア（監視局）

イ． 定時伝送データをストアするとともに O時～23時の毎正時値．合計値，平均値，高低潮時刻及びその

潮高を算出するものとするo 乙れらの値の算出にあたっては，適切な平均化手法を用いてスムージング

後その債を得るものとする。

また．算出された値は，それぞれ順次ストアされるものとし，随時プリンタへの出力あるいは月表作

成等できるものとする。

ロ．緊急、伝送，呼出伝送においては，ディスプレイ及びプリンタlζ湖高グラフ表示及び適切な時間間隔で

の潮高値表示を行うものとする。

定時伝送データについても任意に同様な表示の可能なソフ トを有するものとする。

ハ．水深測量潮高改正用潮高テーフソレを作成するととのできるものとする。使用するデータは生データ，

スムージング値，5分毎あるいは10分毎等選択可

能な仕用とする。

(3）その他

イ．サンプリング間隔等の初期設定値は，観測局ま

たは監視局のどちらか らでも適宜変更可能な仕様

とする。

3.情成

本システムは，験潮所既存のフ ース型長期巻自記

験潮器lζA/D変換器を付加し（写真2参照）， デジタ

Jレ信号化したデータを験潮所内のデータ記憶装置に格

納する。 データの伝送は，一般加入電話回線を利用し

写真2 プーリーとA/D変換器

て， 第六管区海上保安本部に設置されたデータ収録 ・処理装置（監視局と呼ぶ）へ伝送し，収録 ・処理する。

（第1図及び第1表参照）
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観測局（験潮所）

M ;f(-I-'回
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己
監視局

第 l図 システム図

3 -1. 観測局 （写真3. 4参照）

観測局は，験潮器，A/D変換器，電源部，データ記憶装置及びモデムから構成されている。

A/D変換器は験糊器iζ組み込み，電源部，データ記録装恒及びモデムは専用の収納ラック（幅50.5cm，高

さ128.Ocm，奥行き 35.0 cm）に収められている。

写真3 観測局，ラッ ク 写真4 観測局内部

-53-



第 1表

1 観測局

1 -1. ブース型長期巻自記検潮器

形 式 LFT-ll, V又は同等品

測定範囲 O～3. 5 m又は O～7m

測定精度 土 1cm 

縮 尺 1/10又は 1/20

紙送り速度 20 mm／時間

記 録 紙 幅350mm，長さ 17m 

浮子寸法 300 ＜／！ ×高さ 180阻

外形寸法 470×570×380四

電 源 単一乾電池5個

1 -2. A/D変換器 CLF T本体に組込）

形 式

出力符号

接触抵抗

絶縁抵抗

始動トルク

外径寸法

1 -3. データ収録装置

形 式

制御方式

メモリ一容量

メモリー収録データ

AD-3D-AM 

ターフソレプラシ方式

1 ' 2' 4' 8パリティーチェック符号

o. s n以下

入力軸と端子間 200MD以上

40gr /cm以下

44. 5 mmゆ× 108 mm 

CPU(64180）による制御

RAM128KBYTE 

記録インターパノレ 30秒

記録容 量 7日分以上

収録データ平均法 サンプノレ値の単純平均

サンプリングタイム 6秒
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データ伝送形式

伝送速度

操作スイッチ

表示素子

電 源、

使用環境条件

温度，湿度

1 -4. 無停電装置

形 式

電 源

電 池

消費電力

充電方式

バッテリー

1 -5 避雷装置

形 式

避富方式

電源容量

1 -6. モデム装置

形 式

適用回線

通信方式

N C U 形式

変調方式ー

伝送速度

エラーコレクション

外形寸法，重量

医事＂

Oil. 源、

RS232C シリアノレデータ

1200BPS （標準）

16キーボード（FMB TYPE) 

4行20桁

AC-lOOV± 10%停電時Dc-12 v （バッテリー）

0～40℃， O～90% RH （非結露の ζ と）

RP-8 

AC-100 V 

バッテリー（DC-12V)

最大70VA 

フローティング方式

密閉型鉛電池DC-12 V, 8 Ah 

S-lOOA 

避雷変圧器

100 VA (AC -100 V) 

MD-240 0シリーズ又は同等品

一般公衆電話回線

全二重非同期通信方式

AA （自動発着信） , MA （手動発信，自動着信）

MM  （手動発着信）

PSK 

1 2 0 0ボー（標準）

MN  P標準搭載

168剛×250(D）×37.S(H)mm，約500g

AC-100 V土 10必（ACアダプター使用）
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1 -7. 収納ラック

形 式

主材質

外形寸法

1 -8. オプション

MTS 100 0一DLS 

SPCC 

505附 × 350(D）×1280(H)mm

気圧計，水温計をつける ζとが出来ます。

2 監視局

2 -1 ノfーソナノレコンピューターシステム

本 体 p c 9 8 0 1シリーズ又は同等品

C. R. T 

プリンター

2 -2. ソフトウェアー

1. ソフトウェアー

通信用ソフト

N 5913L又は同等品

HG-300 0又は同等品

スムージング処理ソフ卜

潮位日表出力

潮位月表出力

2. 遠隔制御機能

時刻設定機能，定数項目の変更

2 -3. モデム装置

形 式

適用回線

通信方式

N C U 形式

変調方式ー

伝送速度

エラーコレクション

外形寸法，重量

電 源

MD  240 0シリーズ又は同等品

一般公衆電話回線

全二重非同期通信方式

AA  （自動発着信）， MA  （手動発信， 自動着信）

MM  （手動発着信〉

PSK 

1 2 0 0ボー（標準）

MN  P標準搭載

168M乃× 250(D）× 37.5(H) mm，約 500g 

AC-100V±10% (A Cアダプター使用）
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電源、はAClOOV（商用電源、）から安定化したDC12Vを得，装置に供給している。停電時には無停電装置

のバッテリーからDC12Vが供給され8時間作動可能で・ある。

データ記憶装置はDC12Vを電源とし，バッテリ ーでパックアップされたカレンダ一時計と 128Kパイト

メモリー及びシステムをコントロールするCp Uを内蔵している。データの記憶容量は， 30秒毎のデータ約

7日分（潮位・水温・気圧のセット）である。

通常の潮位データの記憶以外にも，一定時間内の潮位データの異常変動に対しては，その都度，異常変動値

を記憶するとともIC 監視局へ緊急伝送する機能がある。

ζのほか，オプションで水温及び気圧検出器を付加して，それらのデータの記憶も可能である。

3 -2. 監視局 （写真5参照）

監視局は， Pc 9801ノf＇）コン一式，ソフ ト及びモデムで構
成され，処理の高速化のためRAMボードを増設している。

観測局からのデータはハードディスクに回収し，収録 ・保管

は5インチフロッピーディスクで行う。本システムの場合，

監視局 1つで3局の観測局を管理できる。

ソフトは， グラフ表示，伝送制御，潮高テーブノレ作成，月

表作成等のプログラムがある。

4. 操作の概要

4 -1. 観測局

A/D変換器の数値を験糊器の値と合わせる。

データ記憶装置のCp U部について，時刻，サンプリング

間隔，監視局の電話番号等の数値を入力する乙とにより初期

設定する。初期設定は，観測局 ・監視局どちらからも設定可

能である。観測局における設定は観測局のキーボート》、ら直

写真5 データ収録・処理装置

接入力し，監視局側からの設定は，定数設定プログラムを起動して行う。

4-2. 監視局

A ドライブに起動ディスクを入れ，システムを立ち上げ， MENUコ7 ンドにより験潮システムのメニュー

をディスプレーに出し，必要な各操作を行う。本システムは， MS-DOSをもとに作成されている。

潮汐観測の最大目標は毎正時における正しい糊高を求める乙とにある。海面は常に変動しており，アナロ

グ記録上でも平滑化を必要とする。また乙の変動は場所により大きく異なる。水路部では乙の変動の周期が

4時間未満は平滑して紛l高を求める乙ととしている。テレメー夕方式により30秒毎のデジタ jレ潮高値から適

切な平滑方式を用いて毎正時における潮高値を求めるため，本システムlζ組み込まれている平滑方式は次の

とおりである。 ...・ H ・－－内容については，取説参照。

A.平均個数を対象とするもの………単純移動平均（偶数3～119の奇数）

多項式適合法（個数5～ 25の奇数）

B. データ間隔を対象とするもの……混合スプライン法（最大120分間隔）

ベーススプライン法（最大 120分間隔）

潮汐平滑フィ Jレター法 (12.18. 27. 54分間隔）
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乙の外lζ上記A.Bの組み合わせて平滑化を実行するソフト（名称 Smoothbat ）が用意されている。

4 -3. 験潮システムのメニューの説明

験潮システムのメニューは第2図のとおりで，乙とでは主lζ使用するメニューの内容及び操作の手順等の

説明を行う。

(1) グラフ表示， 日報の作成

メニュー画面からFlキーで「グ

ラフ表示， 日報の作成」のメニュー

を選択→ドライブの選択……データ

が収録されているドライブCを選択

する→グラフ表示する験潮所（呉，

広島，又は徳山）を選択→潮位デー

タのファイノレ〈第3図参照）から表

示する日を選択→当日のグラフ．毎

時値，平均値及び当日の最高，最低

の時間と潮高が表示される。 （第4

図参照）

乙のグラフ表示では，細かい時間

及び潮高が読み取れないので，第4

図の下欄lと示されている数字キーに

よるコマンドのうち，グラフ＝ 2を

使い時間と潮高を指定し，拡大表示

するととができる。 （第5図参照）

ζのほか．当日と前日及び翌日のデ

ータを使用して， Smooth.bat= 8に

よりスムージングし， さらに高低潮

=9により高低潮を判別し表示でき

る。 （第6図参照）

(2）伝送

伝送プログラムには，定時伝送，

呼び出し伝送，緊急伝送及び呼び出

しリアノレ伝送がある。（第7図参照）

定時伝送…あらかじめ指定された時

間（本システムでは，呉＝07時15

分，広島＝07時30分，徳山＝07 

時45分）になると，自動的に監視

局から観測局へ電話をかけて，前

日の 1日分のデータを回収する。

回収に要する時間は，現在は lケ

TMS-1000  ・湘システム メニュー （コマンド週餌） 1/ 2 

I Fl グラフ韮示、目帽の作成

I F2 5'道

I F3定数伝送

F4月章作成

FS水深補正用調高テープル作底

F6月費、淘高テープルをプリントします

F7エディター (MIFES)  

F8エディター B (MIFES) 

F9異常データを丸由る

D>graphe "'XYX. － Ii輔也データをグラフ垂示します

矢印キーで項目を週択し 、 リター ンキーを押してください

TMS-1000  ・洞システム メニュー ｛コマンド適訳｝ 2/ 2 

I Fl DIR 

I F2 ME  N Uの轄 7

I F3 

I F4 

I FS 

I F6 

I F7 

I F8 

I F9 

－ D>d ir ＂：＂警 ／w－ lファイルを探すゐディレクトリを見ます

矢印キーで明日を遇制し．リターンキーを押して〈ださい

TMS  1000  

008 04.B 
008 06. B 
008 05 B 
008_07 B 
008 08.B 
008 09.B 
008 10 B 
008_1 l B 
008 12.B 
008 14. B 
008_16.B 
008 13.B 
008 15.B 
CHKTBL. 250 
008 18.8 
008 17.B 
PP 

取調システム

008_19 B 。0820. B 
008 21.B 
008_22 B 
008 23. B 
007 30.B 
007 31.B 
008_01. B 
008 02. B 
008 03.B 

第 2図

メニュー （ファイル置択｝ I/ I 

D>tpp C 'TMS l000¥HIROSIHA嘗CHOU！事CHKTBL250 

Menu v2 20 

一l日付： I 
I 1989-08-231 

l時刻： I 
I 09 '06 I 

I HS-DOS' I 
I Ver. 3. 30 I － 
Menu v2. 20 － ，一一一一一一一一一一一、 l

l日付。 II 
I 1989-08-231 I 
I II 

1時刻 II 
I 09 06 1 I 
I II 
l阿S-DOS' 11 
I Ver 3. 30 I I 

」ー一一一ー一一一~1

Menu v2. 20 

矢印キーでファイ Jレを選択し，リターンキーを押してください。

第 3図
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所当たり約5分30秒であるが，近

々転送速度を変更し. 2分30秒程

度に短縮する予定である。

呼び出し伝送…任意の時聞に，観測

局に収録されている7日分のデー

タのうち，必要な日のデータをl

日単位で回収する。回収する時間

は定時伝送と同じである。

緊急伝送…一定時間内において，潮

位データが異常隊）に上昇あるいは

低下した場合，観測局より自動的

に6秒毎lζデータを送信してくる。

呼び出しリアJレ伝送…現在のデータ

をリアJレタイムで呼び出し，ディ

スプレーに表示する 。ζの場合，

グラフ及び数値で表示される 。

関本システムでは6秒間にlOcm

以上に設定しであるが，観測海

域の特性lζ応、じて変動値は任意

に設定できる。
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(3) 定数伝送

4 -1で説明した観測局のデータ

記憶装置の時刻やサンプリング間隔

等の設定値を監視局側から変更する

プログラムである。

(4) 月表作成

ハードディスク（ドライブC）に

収められている毎日の定時伝送で送

伝送プログラム Ver  1 . 1 

現在時刻 1989/08/23 09:03:21 

送伝怠緊刻時送伝F
5

0

5

 

a

’1
3

4

 

定

7
7
7

所
所

所
澗
淘

潮
厳
島
層

厳
島
山

呉
広
徳

ESCキー：終了 1・呼び出し伝送 2：緊急伝送表示 3：呼び出しリアル伝送
られたデータを使用し，スムージン 第 7図

グを行い，月表のテーフツレを作成す

る。所要時聞は， 1ケ所当たり約30分程度である。ただし月表作成の際は，当月 1ヶ月分のデータのほか，

スムージングを適正に行うため前月の最終2日分及び翌月の最初2日分の各データが必要である。

(5) 水深補正用潮高テーフツレ作成

、ードディスク内のデータを使用し， 5分毎と毎時値のテーフツレを作成する。 ζれは，測量時の験潮簿と

して使用できる。

(6) 月表，j朝高テーフソレをプリン卜

前項（4). (5）で作成した月表（第8図参照）及び潮高テーフソレ（第9図参照）をプリントアウトする。

平成元年 7月 （198’l 居費 調鯛 冨己 卓暴

方 面：濁戸内海 Lat. 34・21. 0 N 
POR T：広島 Long.132・28. 0 E 使用時・ 135・.E

自平属元年 7月 l日
至平成元年 7月 llB 
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喝所 日付 8月 17日
時刻｛直 毎5分値
0・00 J26 00・：00 J26 01:00 26J 02:00 212 OJ:OO 165 04:00 144 05:00 166 06:00 224 07:00 28l 08:00 ll2 09・：00 364 10:00 JJO 11:00 l26 
：： ~O 26J 00:05 l21 01:05 258 ?2：・05 208 Ol・：05 162 ~4 ：・ 05 l4J 05:05 17~ 06・05 229 07:05 288 08:05 !JS 09:05 l!l 10:05 l!B 11:05 J20 
2:00 212 00：・10 l16 01: 10 254 02：・10 204 Ol:lO 159 04：・10 145 05:10 175 06:10 2J4 07:10 29l 08:10 ll8 09:10 368 10:10 J67 ll:lO ll4 
J:CO 165 00:15 llO 01:15 250 02：・15 200 Ol:lS 157 04:15 144 05:15 180 06：・15 2l9 07：・15 297 08：・15 JO 09:15 !70 10:15 l64 11:15 l08 
4・：00 144 00・：20 l04 01:20 245 02：・20 195 03:20 154 04:20 145 05：・20 185 06：・20 244 07:20 l02 08:20 344 09:20 l7l 10:20 l6l 11:20 l02 
5・う9 166 00:21 m 01:25 m 02：・25 191 OJ:25 152 CU5 146 05:25 19~ 06・：25 248 07:25 307 08・25 H6 09:25 ll2 10:25 J58 11:25 296 
!:00 224 OO:JO 29l 01：』0237 02：』0 187 Ol:JO 150 04・：JO 148 05：』0 195 06:JO 25l 07・：JO lll 08:30 l49 09:30 J7l lO:lO J54 1 1・JO 290 
7・：00 283 00：・J5 288 OU5 232 02:35 lSl Ol:J5 148 04:J5 150 05:35 19~ 06:J5 259 07:lS Jl5 08：・l5 JS! 09：・l5 m 10:35 !SO l!:J5 284 
8:00 』J2 00:40 28l 01:40 228 02：・柑 180 OJ:40 147 04: 刊 lSl 05:40 204 06：・40 26l 07:40 Jl9 08：・40 JS4 09:40 l7l 10:40 J46 11:40 27自
9・：00 l64 00：・45 27自 01:45 224 02：・45 176 03:45 146 04:45 156 05:45 20’ 06:45 269 07:45 l22 0自・45 JS6 09：・45 ll2 10: 45 J42 1 1・5 272 
10：・00 J70 00・：50 27J 01:50 220 02:50 172 03:50 145 04:50 15ヲ 05:50 214 06:50 273 07:50 l25 08:50 l58 09:50 l72 10:50 ll7 11・50 266 
11:00 l26 00:55 26自 01：・55 216 02:55 168 OJ:55 144 04：・55 162 05:55 219 06：・55 278 07・：55 l28 08:55 J62 09:55 371 10:55 ll2 11:55 261 

12:00 255 12:00 255 ll:OO 190 14:00 120 15・：00 65 16:00 l9 17:00 71 18:00 14l 19:00 221 20:00 297 21:00 l62 22:00 112 2l:OO 409 
ll；切 190 12:05 250 ll:05 1制 14:05 115 15:05 61 16:05 J9 17:05 76 18:05 凶0 19:05 2J2 20:05 JOJ 21:05 J67 22:05 414 2J・：05 406 
14:00 120 12:10 245 ll:lO 178 14:10 110 15：・10 57 16：’10 41 17：’10 82 18：’10 157 19：・10 2J8 20：・10 l08 21:10 J72 22:10 415 2l:10 40l 
15:00 65 12:15 240 ll:l5 172 14:15 105 15:15 5J 16：・15 42 17:15 87 18:15 164 19：・15 245 20:15 ll4 21:15 l77 22:1'.t 417 2l:l5 l99 
16:00 l9 12:20 2J4 ll:20 166 14：・20 100 15：・20 50 16：・20 44 17・：20 9J 18:20 171 19:20 251 20:20 Jl9 21:20 l8l 22:20 418 2J:20 J95 
17:00 71 12:25 229 ll:25 161 14:25 95 15:25 4自 16：・25 45 17：・25 99 18：・25 178 19:25 257 20:25 J24 21:25 m 22:25 'm 2J:25 m 
18:00 l4l 12:JO 224 ll:JO 155 14:!0 90 l5:JO 45 16：・JO 48 17・：JO 105 18:JO 185 19:JO 26J 20:JO 330 21:!0 l・2 22:io m 23:io ia1 
19：・oo m 12:J5 219 1J:J5 149 14:J5 e6 15:35 4J 16:35 50 11:J5 111 1e:J5 m 19:J5 26a 2o:J5 rn 21:!5 J97 12:J5 m 2J:J5 ia2 
20・：00 297 12:40 2ll ll:40 14l 14:40 81 15:40 41 16:40 54 17:40 118 18:40 199 19:40 274 20:40 llO 21：刊 401 22:40 417 23:40 l78 

21：・00 J62 12:45 208 ll:45 ll7 14:45 77 15:45・0 16：・45 57 17:45 124 18：・45 205 19・45 279 20:45 l・5 21:45 4~4 22:45 415 23:45 J7l 
11:00 412 12:50 202 ll:SO Ill 14:50 74 15:50 l9 16:50 62 17:50 llO 18:50 212 19:50 285 20:50 l51 21:50 408 22:50 414 2l:50 l68 
23:00 409 12:55 196 IJ:55 126 14・：55 69 15:55 J9 16:55 67 17:55 ll7 18:55 219 19：・55 291 20：’55 356 21:55 410 22:55 412 2l：・55 l6l 
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(7) エディタ，エディタ B

ハードディスク内の30秒間隔で収録されているデータの修正及び欠測値の補間，月表修正等を行う。

(8）その｛也

ハードディスク内の容量は約50日程度となっているため，月表作成後使用済みのデータは，フロッピーデ

ィスクに保存し，ハードディスク内の不用なデータは削除する必要がある。

5. まとめ

本システムは海上保安庁が作成した仕様舎に基づき，協和商工附で新しく開発・製品化されたものである。

ハードについては，既存の機器と自社で開発したものとをうまく組み合わせてローコスト化を図りつつ，観

測局及び監視局ともにコンパク卜化されたものとなっており，狭いスペースの験潮所でも設置可能である。

各験湖所で水面変動の周期，振幅がそれぞれ異なる乙とから，その験潮所lζ最も適した平滑化方式を実際

の記録と比較して見い出す作業が必要となる。

との作業を実施するにあたって注意すべき点は，アナログデータ，デジタ Jレデータ共lζ時刻が正しい乙と，

観測基準面が一定である乙とである。次iζ，まず共lζ平滑化する前のデータで比較した後，経験則にもとづ

いた平滑曲線描薗及びデジタイザーによる読み取り値と，上記各種平滑ソフトによる出力値との比較を行う

必要がある。 ζの作業で経験則にもとづいた平滑曲線描画と，デジタイザーによる読み取りには個人差があ

るので，複数の人によるチェックが大事である。

ソフトについては，本システム導入後「間違い電話によるシステムの停止」等種々の問題点が生じたが，

ソフ卜の手直し及び新規ソフトの作成で解決した。

データ処理ソフトでスムージングプログラムによるスムージング値を，アナログ記録紙上のスムージング

値と比較した場合，常に 2cm前後低い値を示したが，ソフト改良で良好な結果を得ている。

また，各観測局が格納しているデータを監視局が思寺lζ回収する際，回線が接続しているにもかかわらず， デー
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タの伝送が行われない状態でシステムが休止状態lζ到る場合がある（頻度は月平均4～5回で規則性なし）。

乙のような状況下では，後続する他の観測局からのデータ回収が「定時伝送」時に回収不能であり，別途

「呼び出し伝送」で回収する必要がある。また，回線の接続が継続するため電話料金がその分増加する ζ と

となる。ハード，ソフト両面で検討を加えた結果最大5分間で回線を切る手段をとるとととした。

最後K，短期間ではあるが運用の結果から，本システムは，遠隔地の験糊所や複数の験糊所の管理が容易

になるとともに， リアルタイムlζデータが得られるとと等，水路業務の近代化に一役買う乙とになろう。

事実，本年7月末～8月にかけて，西日本沿岸で発生した意常潮位時には，防災関係機関から問い合わせが

殺到したが，本システムにより即時対応できた。

これから21世紀に向かつて，地球の温暖化による海面の上昇が予測されており，広く潮位i乙対し，関心が

高まりつつある現在ζれらの点からも，当庁で管理している各験潮所の早急なテレメータ化が必要である。

なお，平成元年10月，第二管区海上保安本部と釜石，竜飛両験潮所を構成局とする同様のシステムが導入

された。
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